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ネシア経済協力事業協会

　私の父は公務員で、母は主婦です。兄弟は ４人で、私
は一番下で「ミーミー」と呼ばれていました。私が高校
生の時に父は目が見えなくなり、母は病気で左半身麻痺
になりました。母が亡くなった後、家には父と私の ２人
だけが残り、兄と姉たちは仕事のために別々に暮らしま
した。私は毎日父の世話をしながら高校に通い、ボラン
ティア活動をしました。
　私が28才の頃に父が亡くなりました。
　その後電気工場で働き、休日はボランティア活動を続
けました。その頃将来のことを考え始め、外国で働いて
家族を支えたいと思うようになりました。そして、私は
日本で介護の仕事をするために、仕事を辞めて日本語の
勉強をしました。日本語の授業料は、私の上の姉が出し
て支えてくれました。日本語はとても難しくて毎日勉強
してやっと、「Ｎ― ５」と「Ｎ― ４」を合格しました。
　介護の仕事の面接は ２回目に合格しました。その時私
はとてもうれしかったです。介護の仕事をしながら家族
を支えることが出来るからです。
　2020年 ２月 ３日に母国を出て翌日、日本に着きま

した。就職する前にARMS研修センターで日本語の勉
強をして、日本の規則を学びました。ARMS研修セン
ターでいろんな仕事で日本に来た外国人と友達になりま
した。
　2020年 ３月 ４日に白川病院に就職しました。私は
新しい所で働くので少し心配でしたが、「仕事で間違え
ないように気をつけよう」「注意しよう」「病院のルール
を守って頑張ろう」と決めました。病院に着いた時、院
長と職員の方が私たちを歓迎してくれたので、とてもう
れしかったです。白川病院の技能実習生は ５人で、ミャ
ンマーから ３人、カンボジアから ２人来ています。就職
して １ケ月間は見習いで仕事をしました。優しい上司や
先輩が介護の仕方を教えてくれました。介護の仕事がと
ても好きになりました。仕事は早番と遅番と夜勤があり
ます。最初は慣れませんでしたが、毎日頑張りました。
　一人でさみしくないけれど、時々家族が恋しいです。
でも好きな介護をしているのでとても満足しています。
私の夢は、母国で介護事業所を開き、亡くなった父と母
のような他人を助けることです。夢をかなえるために一
生懸命頑張っています。
　介護の仕事はとても大変です。なぜなら、他人の排泄
物や汚れた物を「汚い」と思わずに仕事をすること、も
う一つはどんな患者さんでも私たちは優しく接する必要
があるからです。それには我慢も必要です。
　私にとって「介護」は、患者さんに純粋な心を持っ
て、どんな患者さんにも優しく接することです。私が幸
せで優しい介護をすれば、その気持ちが患者さんに伝わ
り患者さんを幸せに出来ます。私はそんな介護が出来る
ように、どんなに大変でも頑張ります。

介護の仕事に対する私の思い

　子どもの時、私にはいろいろな夢がありました。たと
えば、警察官とか教師とか医者とかになりたいと思って
いました。しかし、大人になって、私の夢は変わりまし
た。私は料理が好きなので、高校に入学したときに料理
を専攻しました。
　高校卒業後は、日本で働きたいと思いました。桜を見
たり、富士山に登ったり、雪を見たり、そういう経験を
したいと思いました。
　そのために、どうしたら日本に行けるかについて、情
報を探しました。そして、大好きな料理の勉強を、日本
で働きながら続けられる技能実習制度というものを知り
ました。
　日本に来る前に、私は日本語を勉強しました。日本語
を学ぶのは初めてだったので、とても大変でした。日本
語は英語より簡単だと思いますが、学ぶのは簡単ではあ
りません。でも、ゆっくりなら、日本語が理解できるよ
うになりました。インドネシアで約四カ月間日本語を勉
強して、日本に来ました。
　初めて日本に来たときは、自分が日本にいることが信
じられませんでした。日本に行けるなんて実現できない

と思っていたので、びっくりしたと同時に、とても嬉し
かったです。そして、子どもの時に夢見たけれど実現で
きなかったのは、希望的観測だけだったからだと気が付
きました。私たちが強い意志をもって夢に向かって戦い
続けるならば、その夢は間違いなく達成されるに違いあ
りません。
　日本はきれいで、人も車も混雑している国だと思いま
す。日本には今まで食べたことのない食べ物がたくさん
あります。たとえば、寿司やラーメンや餅です。私はイ
ンドネシアで、これらを一度も食べたことがありません。
　お寿司を初めて食べたときは、生の魚を食べたことが
なかったので、おいしくないと思いました。しかし、時
間が経つにつれて、私は再び寿司を食べることに興味が
湧いてきました。食べてみると、とても美味しくて、そ
れからは中毒になってしまいました。残念なことにお寿
司は少し高いので、めったに買いません。
　私が日本にいられるのは、あと一年半ぐらいになりま
した。
　帰国する前に、日本語能力試験でＮ ３に合格したいと
思っています。そのために、私はもっと一生懸命、日本
語を勉強しようと思います。日本語は難しいですが、Ｎ
３合格という目標を達成できるように頑張ります。
　私には行きたい所がたくさんあります。しかし、コロ
ナウイルスによって難しくなってしまいました。コロナ
ウイルスは、日本だけではなく、世界中を襲っています。
早くコロナウイルスが消えて、日本中を探検できるよう
に願っています。少し時間がかかるかもしれませんが、
きっと実現できると思います。
　そして、私は日本が大好きなので、帰国しても、また
日本に来たいと思っています。

夢を叶えること




